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今回は、片持梁の応力計算と応力図の書き方について学びます。
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まず前回の復習として、応力には、軸力、せん断力、曲げモーメントの３種類が
あることを思い出してください。
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次に応力の記号と正負について思い出してください。
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最後に、部材の断面を切った場合の正の応力の書き方について思い出してく
ださい。

後は、具体的な演習問題で解き方を学びます。
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